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講演題目 

相対的な動作軌跡の自動分割を用いた手作業工程における手順誤りの検出システム 

研究の目的、成果及び今後の展望 
① 研究目的 

製造業において，作業手順の誤りは品質不良による重大な損失をもたらすが，そのようなヒューマ

ンエラーを完全に防ぐことは困難である．そのため，作業手順の誤りが発生することを前提とした上

でそれを防止することが重要であり，作業手順を監視するシステムの研究が行われている[1]．この

ようなシステムの多くは機械学習に基づくが，多くの学習データが必要であることが課題である．ま

た，同一の動作を異なる場所・角度で行う場合，それらを同一とみなすためには適切な相対座標へ変

換することが必要である．そこで，相対的な対象を学習可能で少量のデータから位置を学習する手法

[2]を応用し，少量のデータからでも相対的な動作軌跡を学習し，手順誤りを検出するシステムを構

築するための数理モデルについて検討する． 

 

② 成果 

絶対座標系における動作軌跡をデータに応じた相対座標に変換し，相対座標で動作軌跡を学習する

モデルを構築した．座標変換はデータのノイズの影響を大きく受け，適切な座標変換が行われないと

いう問題があった．そこでノイズに頑健な変換について検証を行った．人工的なデータを用いた実験

により，精度に課題は残るものの，座標変換により相対的な動作軌跡を学習可能であることが示され

た．また，学習結果を用いて作業手順の誤りを検出する方法に関して検討を行った． 

 

③ 今後の展望 

現段階では人工的なデータによる数理モデルの検証にとどまる．今後カメラ画像など現場で取得可

能なデータを用いた実験を行い，実用性を検証したい． 
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